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【就職関連】 

１．公務員（行政職）を目指すにあたって、どのような準備が必要でしょうか。 

また、学生がどのような心構えをすればよいのかご教示をお願い出来ないでしょうか。 

特に、部活動をしている学生は就職活動の時間に制限があり、準備が厳しいです。 

公務員受験にむけてのセミナーや支援を増やしていただけないでしょうか。 

 

【回答】民間企業の就職活動と異なり、公務員試験で特徴的なものとして「公務員筆記試

対策」が挙げられます。近年、SPI 試験の導入など特別な公務員筆記試験対策を

不要とする動きが各団体で拡がっておりますが、引き続き多くの公務員団体で数

的処理や文章理解、政治、経済などを試験科目とする「教養科目試験」やこれに

加えて、憲法や民法などの試験科目も含む「教養科目試験と専門科目試験」とい

った試験が用意されております。特に「教養科目試験と専門科目試験」が必要な

公務員試験を受験される場合には試験の範囲も広い為、早期からの取り組みがお

すすめです。キャリアセンターでも 3 年生からの公務員試験対策講座に加えて、

1、2 年生の時から受講ができる講座も開講しておりますのでぜひご検討いただけ

れば幸いです。 

 

また、心構えについては、近年、公務員試験においては面接試験などの人物試験 

を重視する傾向にあります。そのため「なぜ公務員を希望するのか」「数ある公務

員団体の中で、なぜその公務員団体（自治体）を希望するのか」といった志望理由

を公務員受験される学生ご本人が具体的に言語化できることはポイントの１つと

言えます。そのためにはデスクワークだけでなく多岐にわたるとされる公務員の

仕事理解とともに希望される公務員団体が抱える課題を知るなど、「イメージする

公務員の仕事」ではなく「実際の公務員の仕事」について理解を深める姿勢が求め

られます。本学でもこのような公務員の仕事理解の支援として、毎年複数の公務員

団体による採用説明会の実施とともに公務員団体へのインターンシップ参加の手

続き支援を行っております。 

 

そして、公務員試験対策のセミナーについては、人物試験対策がポイントとなって

くる中で、次年度以降自治体研究や面接対策等のセミナーを増やし、公務員支援の

拡充を進めることを計画しております。また、前述のキャリアセンターによる公務

員講座については、オンライン受講を中心に展開されている為、オンデマンドによ

る講座受講も可能となっております。講座内で定期的に行われる対面講義につき

ましても大学キャンパス内で実施しており、外部の公務員対策の専門学校校舎ま

で通学する時間が不要など、部活動等で時間に制限がある学生であってもご自身

のスケジュールに合わせて受講がしやすいように講座を準備しております。 

 

２．保護者のためのガイドブック P97【就職関連】の 3.に記載がある「県と就職に関する

協定を締結」について記載されている県以外にも、就職協定を進めていただくことは

できますでしょうか。昨年の岡山県支部総会で岡山県と就職協定を進めるとお話を頂

いておりましたが、今現在、協定がないようですので、進捗状況をご教示いただけま
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せんでしょうか。 

 

３．西日本、とくに中四国ブロックの学生は、地元や「関西圏」での就職を希望する学生

も多く、関西圏と学生 UIJ ターン就職促進に関する協定の締結をお願いできませんで

しょうか。 

 

【回答】UIJ ターン（地元・地方就職）支援については、「都道府県と就職に関する協定」

の締結の有無に関わらず、各県等から提供される就職支援情報（ポスターやイベ

ントチラシ等）を U ターン情報コーナー（板橋・東松山両キャリアセンター）に

設置、U ターン就職ガイダンスの開催といった支援を行っています。特に、UIJ タ

ーン就職のワンストップサービスである厚生労働省が推進している地方就職支援

「LO 活（LOCAL＋就活）」とは、支援のイベントの共催や就職相談といった連携を

進めています。 

 

「都道府県と就職に関する協定」については、現在 13の県と締結をしております。 

締結にあたっては、協定締結後に対応できる職員数や出張予算との兼ね合いがあ

り、出身学生が一定基準数以上の県が中心となっております。新たな協定締結につ

いては、引き続き検討して参りますが、前述の理由があること、また、協定の有無

に関わらず UIJ ターン支援を推進しておりますことご理解のほどよろしくお願い

いたします。 

    ※締結順：愛媛県、新潟県、長野県、栃木県、秋田県、山形県、福岡県、福島県、

茨城県、千葉県、山梨県、青森県、富山県（2024 年 11 月時点） 
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【教務関連】 

４．人数制限により履修出来ない科目を無くして頂きたいです。抽選になる程の人気科目

なのですから、講義・講師を増設するなどの対処をお願い出来ないでしょうか。 

 

【回答】大学として、学生が履修しやすいように科目の配置を工夫しながら時間割を組む

ようにしておりますが、学科の必修科目や選択必修科目との関係で特定の授業に

学生が集中し、一部の科目では教室の収容人数を上回る数の履修希望者が生じて

おります。ご指摘の通り、この場合やむを得ず抽選を実施します。他方で、同一

教員が同一日の別時限、あるいは複数曜日に同一授業を実施している科目もあり、

学生には可能な限り授業を履修できるように配慮しています。この場合、同じ授

業でも早い時限の授業は履修者が比較的少なく、履修し易い傾向があります。 

 

なお、大学における授業科目は全ての回の授業に至るまで個々の教員により設計

されており、全く同一の授業を別個の教員が教授することはできないため、科目の

増設が難しい事情もあります。ご理解をお願いできれば幸いです。 

 

 

５．抽選制を続けざるを得ない場合に、1回目の抽選に漏れた場合、２回目は必ず履修で

きるようにする、もしくは次回優先枠にあたるなどのフォローをお願い出来ませんで

しょうか。 

  特に東松山でないと履修出来ない科目で抽選に漏れた場合には、３年次以降は板橋校

舎から通うこととなりますので、保護者側にも連絡をいただけるように出来ませんで

しょうか。 

 

【回答】抽選は原則的に高学年の学生を優先しておりますが、教室収容数の関係があるた

め履修の保証はできかねます。ご理解をお願いできれば幸いです。また、抽選結

果は学生に対して示しておりますが、大学側から保護者への連絡は行っておりま

せん。あわせてご理解くださいますようお願い申し上げます。なお、必修科目に

つきましては、抽選はありません。 

 

 

６．入院などの体調不良者には、オンライン受講が出来るようにして頂けないでしょう

か。また、授業内でしか配布しない資料等は、後からダウンロード入手出来るような

配慮をお願いできないでしょうか。 

 

【回答】本学では対面授業を原則としているため、オンラインでの受講はできません。 

長期療養（3 週間以上）による授業配慮に関しては診療所・保健室が窓口となりま

す。欠席した授業の資料配布については担当教員に学生本人からご相談ください。 
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【教職関連】 

７．実習期間中の交通手段が公共の交通機関という指定の為、最寄りの駅までの交通手段

が無い場合は、最寄りの駅までは自家用車や自転車等を利用する事を可能にして頂け

ないでしょうか。 

 

【回答】本学では、原則として実習校までの交通手段について、安全面を考慮して公共交

通機関を利用するように指導しております。ただし、実習校側の承諾が前提とな

りますが、交通手段が存在しない、あるいは交通手段はあるが電車やバスの本数

があまりにも少ない等、状況に応じて公共交通機関以外の手段が許可される場合

があります。 

いずれにしましても、まずは、教職課程センター事務室（板橋又は東松山）ま

でご相談ください。 

 

 

８．単位取得の件で、教員免許を取得する為の必須科目を抽選で選ぶことを改善して頂け

ないでしょうか。是非、必須科目の抽選を改善して頂き、より多くの学生の免許取得

が叶う様にお願いしたいです。 

 

【回答】教職課程において抽選の手法を用いている授業科目は限られております。 

例えば、教員免許の取得に必要な全学共通科目の「総合体育 A・B」や、教育学科

の教科に関する専門的事項の科目の「理科」等で履修者の抽選を行っております。

これらの授業科目はその科目の性質上、大人数での授業が適さず、少人数での授

業が求められる科目と言えます。 

例えば「理科」においては、「理科１(地学）」、「理科２(生物）」、「理科３(化学）」、

「理科４(物理）」の４つの分野の中からいずれか１科目を選択することになりま

すが、ある分野の履修者が極端に多くなってしまった場合に、授業効果という側

面を 考慮し、人数を絞らざるを得ない状況が生まれます。また、学生がどの科目

を選択するかについては毎年予測が難しいこともありますことから、やむなく抽

選という方法を採っております。 

なお、もしも抽選科目の抽選に漏れてしまった場合でも、これにより免許取得に

支障が生じるということではありません。選択肢を広げて、人数に余裕のある授

業科目を選択したり、または翌年度に改めて履修したりするという選択肢もある

かと思います。 
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【学生生活関連】 

９．一人暮らしで周りに知り合いや頼れる場所が無い場合、夜間や困った時に頼れるよう

なサポートをお願いできませんでしょうか。 

 

【回答】夜間対応は困難ですが、平日は 9 時～17 時、土曜は 9 時～12 時の業務時間内に、

各キャンパスの学生支援課はもちろんのこと、診療所・保健室、学生相談室をご

利用ください。本学の学生相談室はメンタル面だけでなく「よろず相談」対応を

謳っています。 

なお、2023 年度の夏季休暇中に、東松山の診療所・保健室（管理棟 1 階）を拡張

工事し、同じく東松山の学生相談室はより静かで広い環境に移転しました（管理

棟 1 階から 4 階へ）。 

 

10．学生生活において様々なリスクで自暴自棄に陥った時に、学生相談室の存在を知らな

い、誰にも相談できない、という状況にならないように、保護者を含め相談窓口の周

知をお願いできませんでしょうか。  

 

【回答】青桐会「保護者のためのガイドブック」や大学ホームページ、DB Handbook（学生

手帳）、しおりやリーフレット等で学生相談室を紹介していますが、引き続き周知

に努めて参ります。なお、本学の学生相談室は、対面相談だけではなく、電話相

談や Zoom によるオンライン相談にも対応しています。 

 

  



6 

【施設設備関連】 

11．青桐会の校舎見学会で東松山キャンパスを見学した際に、60周年記念講堂のトイレ

の大半が和式タイプの設備であったことが気になりました。今後のトイレ設備の改善

計画があるか、また現状の設備についての情報を教えていただけますでしょうか。 

 

【回答】 

▼東松山・板橋共通 

利用者の中には、和式のタイプを好まれる方もいるため、洋式と和式タイプのどちら

か利用者が選べるよう和式タイプを残している現状です。 

ご質問の「現状のトイレ設備」につきまして、ご参考として、東松山キャンパスの現

状をご紹介します。 

  

※洋式トイレが４３３ある現状です。 

 

▼東松山キャンパス 

ご指摘の「60 周年記念講堂の和式トイレ」につきましては、大学としても検討すべき課

題と考えますが、老朽化する大規模キャンパスの修繕工事予算が膨張傾向にある近年に

おいて、今回のご要望にお応えすることは大変厳しい状況です。ご理解をお願いできれ

ば幸いです。 

 

▼板橋キャンパス 

・１，３号館の学生が授業で使用する教室周辺のトイレ改修を終えております。 

・２号館につきましても利用者の多いところから随時改修を行う予定です。 
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【スポーツ関連】 

12．ラグビー部、剣道部の寮について、老朽化を心配する声と食事面の改善を希望する声

が多くあがっております。部屋を広くしてほしい、ウエイトルームを充実させてほし

いといったものや、建物が古いため、地震が心配といった意見もありました。 

また食事面では、スポーツ選手にとって一番大事な部分である食事メニューの充実を

希望する保護者が多くいました。今後の寮の改築や、食事メニューの改善等今後の対

策や予定についてお聞きしたいです。 

 

【回答】ラグビー部につきましては部長、副部長、監督が精力的に新合宿所について情報

収集を行い、そのうえで関連部署に相談されていることは承知しております。剣

道部につきましては、指導者に連絡をとり、事実確認を行っていきます。食事面

についてはクラブ側に任せておりますが、いただいた意見についてはクラブ側に

伝えてまいります。 
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【留学関連】 

13．学生に対して留学・就職・インターンシップなど選択肢を広げるために多くの情報発

信をお願いできませんでしょうか。 

 

【回答】 

 ＜留学＞ 

4 月に実施しています海外留学ガイダンスをはじめ、定期的に留学に関する説明会を

実施しています。説明会の日程につきましては、国際交流センターホームページ、 

学内掲示板、DB ポータルにて情報を発信しております。また、4 月には保護者向け海

外留学制度説明会をオンライン(Zoom)にて実施しております。物価高や為替影響によ

り留学を取り巻く環境は厳しい状況が続いておりますが、留学のための学内奨学金も

ご案内しておりますので、引き続き留学に関する情報発信に努めて参ります。 

 

＜就職・インターンシップ＞ 

就職活動・インターンシップに関する情報に関しましては、DB ポータル、キャリアセ

ンター公式 LINE、求人検索 NAVI（就職支援システム）を通じてキャリアセンターより、

随時、学生ご本人へお知らせしています。学内で開催する就職ガイダンスや企業を招

いての学内説明会などの開催情報を中心に配信しております。また、保護者の皆様、

学外関係者の皆様向けにキャリアセンターHP内の「就職行事カレンダー」でもお知ら

せしておりますので、ご確認ください。なお、求人検索 NAVI では企業や団体から届い

た求人票やインターンシップ募集情報の閲覧、学内行事の予約など、就職活動に関す

る情報収集や手続きを確認することができます。 

 

 

14．留学の住居・日程・費用等の資料を早めにいただけませんでしょうか。 

 

【回答】学内の留学制度を利用して留学をされる学生には、留学先が確定後、国際交流セ

ンター事務室より留学手続きに関する資料を配布しております。また、留学に関

するご相談は随時受付けておりますので、詳しい情報につきましては、国際交流

センター事務室まで遠慮なくお問い合わせください。 
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【広報関連】 

15．ホームカミングデーの案内などを、卒業生への案内方法として HP以外の方法を検討

していただけますでしょうか。 

 

【回答】ホームカミングデーのご案内はホームページ以外にも 8 月上旬頃に卒業生・在学

生保証人宛に趣意書（寄付依頼）を発送しています。その趣意書に同封している

広報誌（DBUNEXT）の裏表紙を使ってホームカミングデーの告知をしています。ま

た、卒業生・地域の皆様向けの公式 LINE アカウント「大東サポーターズ」におい

てもホームカミングデーをバナーで告知しています。このアカウントは大東を応

援して下さる方を対象としており、卒業生・地域の皆様向けとしておりますが、

在学生やその保護者の方も友達登録いただく事は可能です。青桐会の皆様もご登

録いただき応援していただければと思います。 

     
  【大東サポーターズ】 

 

 

16．強化部以外のクラブや文化部にも、もう少しスポットを当てていただけますでしょう

か。 

 

【回答】ホームページの「Daito Eyes」で、学生たちの活躍は少しずつ取り上げておりま

す。すべての情報を把握することはなかなか難しいため、活躍の情報（ネタ）が

あれば、ご提供をいただきたく、よろしくお願いいたします。 

 

 

17．地方の高校に向けて、大東文化大学の書道を含む学部・学科の具体的な学びを情報発

信し、進学先候補としての魅力を伝えていただけますでしょうか。 

 

【回答】地方への広報については、WEB 広告（YouTube を中心にした動画広告やリスティン

グ広告、位置情報を活用した高校へのジオターゲティング広告）や、シティスケー

プ等を展開しております。 

また、入試広報職員による高校教員を主眼においた高校訪問や高校生に直接 PR で

きる地方の会場相談会にも積極的に参加しております。 

    なお、新設した学校推薦型選抜（基礎学力テスト型）では他大学よりもいち早く地

方会場を設定しました。実際に高校訪問時に高校教員に伝えると「受験がしやすく

生徒に進めやすい」といった声をいただいております。 
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【その他】 

18．「TABETEレスキュー直売所」に応募を行った学生が不採用となり、不採用の理由（明

確な回答）が得られなかった学生ボランティア等に対して、今後明確な回答をお願い

できませんでしょうか。 

 

 【回答】この取組は、ボランティアではなく、TABETE レスキュー直売所を統括運営してい

る企業へのインターシップという形式をとっております。 

採用面接は、同企業に委ねており、面接では①アルバイト感覚ではないか、②勤務

時間、勤務場所（森林公園駅、池袋駅）の確認、③フードロスの取組みに対する理

解度、④やる気等を基準としておりますが、不採用の理由について、原則個別の回

答はしかねるとのことです。ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

    

 

以上 

 


